The Manuscript of Shinpen-Kinpeibai (新編金瓶梅) by TAKIZAWA Bakin (瀧澤馬琴) recently acquired by the Library by 早稲田大学近世貴重本研究会 et al.
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
　
今
回
は
、
曲
亭
馬
琴
作
合
巻
『
新
編
金
瓶
梅
』
第
七
集
七
・
八
之
巻
、
第
九
集
壱
・
弐
之
巻
稿
本
を
影
印
紹
介
す
る
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
は
、
曲
亭
叢
書
に
『
新
編
金
瓶
梅
』
第
十
集
稿
本
を
所
蔵
す
る
が
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
稿
本
は
、『
一
誠
堂
古
書
目
録
』
第
九
十
号
（
平
成
十
二
年
六
月
）
に
掲
載
さ
れ
、
購
入
し
た
新
収
資
料
で
あ
る
（「
ふ
み
く
ら　
早
稲
田
大
学
図
書
館
報
」
第
六
十
五
号
〈
平
成
十
二
年
七
月
〉
参
照
）。『
新
編
金
瓶
梅
』
は
各
集
八
巻
（
四
十
丁
）
で
、
全
十
集
八
十
巻
の
長
編
合
巻
で
あ
る
。
こ
の
た
び
新
収
の
稿
本
は
、
第
七
集
と
第
九
集
の
そ
れ
ぞ
れ
四
分
の
一
の
二
巻
（
十
丁
）
づ
つ
を
存
す
る
。
　
本
稿
本
は
既
に
、
大
正
十
三
年
十
二
月
「
稀
書
複
製
会
叢
書
」
第
四
期
第
二
回
に
林
若
樹
蔵
本
と
し
て
複
製
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
第
七
集
七
之
巻
と
第
九
集
壱
之
巻
の
稿
本
に
該
当
部
分
の
刊
本
を
複
写
し
て
複
製
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
天
保
十
年
十
月
脱
稿
の
第
七
集
（
馬
琴
自
筆
）
と
、
天
保
十
二
年
八
月
脱
稿
の
第
九
集
（
亡
息
琴
嶺
の
嫁
で
あ
る
琴
童
に
口
述
筆
記
さ
せ
た
も
の
）
を
比
較
対
照
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
本
影
印
は
、
そ
の
時
未
紹
介
で
あ
っ
た
第
七
集
八
之
巻
と
第
九
集
弐
之
巻
と
を
含
め
た
全
四
巻
四
冊
の
影
印
と
な
る
。
本
資
料
に
は
、『
新
局
玉
石
童
子
訓
』
巻
之
三
十
一
の
稿
本
も
含
ま
れ
て
い
る
。
印
記
等
は
な
い
も
の
の
、
後
述
す
る
よ
う
に
こ
れ
も
林
若
樹
旧
蔵
と
思
わ
れ
る
。
徳
田
武
「
そ
の
後
の
美
少
年
」（

日
本
古
典
文
学
全
集　
『
近
世
説
美
少
年
録

③
』
平
成
十
三
年
十
月
、
小
学
館
）
に
紹
介
が
あ
る
が
、
本
文
の
翻
字
等
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。 編新
―　　―
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
　
早
稲
田
大
学
近
世
貴
重
本
研
究
会　
　
　
雲　
英　
末　
雄
伊　
藤　
善　
隆
二　
又　
　
　
淳
　
林
若
樹
は
、
本
稿
本
を
明
治
三
十
八
年
五
月
十
二
日
に
入
手
し
た
。『
若
樹
文
庫
収
得
書
目
』（
日
本
書
誌
学
大
系　
『
　
若
樹
文
庫
収
得
書
目
』
平

成
十
一
年
八
月
、
青
裳
堂
書
店
）
明
治
三
十
八
年
五
月
の
条
に
、「
馬
琴
手
稿
黄
表
紙
加
古
川
本
蔵
綱
目　
合
一
冊
」「
京
伝
手
稿
黄
表
紙
人
間
万
事
吹
矢
的　
全
一
冊
」「
暁
斎
絵
日
記
子
ノ
十
二
月
分　
十
五
丁　
一
冊
」
と
と
も
に
、「
馬
琴
手
稿
新
編
金
瓶
梅　
七
之
巻
八
ノ
巻
九
ノ
巻
一
二　
四
冊
」
と
掲
げ
ら
れ
、
右
は
天
保
十
年
よ
り
同
十
二
年
六
月
に
至
る
原
稿
な
り
。
十
年
ノ
冬
に
書
き
た
る
七
・
八
ノ
巻
は
、
馬
琴
既
に
両
眼
衰
へ
た
れ
ど
、
尚
覚
束
な
く
筆
を
取
れ
り
。
十
二
年
ノ
六
月
に
な
れ
る
九
ノ
巻
ノ
一
二
は
代
筆
な
り
。
八
犬
伝
末
尾
に
記
す
ご
と
く
、
其

に
筆
を
取
ら
せ
し
な
る
べ
し
。
九
ノ
巻
ノ
一
の
末
尾
に
朱
書
に
て
画
工
様
へ
口
上
と
し
て
、
作
者
旧
冬
よ
り
老
眼
益
衰
当
春
よ
り
書
候
事
も
画
き
候
事
も
少
し
も
致
難
候
間
、
筆
工
は
女
わ
ら
べ
に
代
筆
申
付
綴
り
立
候
へ
共
、
画
わ
り
は
代
筆
致
候
者
無
之
候
間
、
無
是
非
人
物
の
形
斗
さ
ぐ
り
書
に
致
し
、
朱
に
て
注
文
書
を
致
さ
せ
置
候
間
、
本
文
と
も
に
御
熟
覧
之
上
、
此
人
物
に
て
宜
敷
御
画
キ
成
可
被
下
候
云
々
、
と
あ
り
。
当
時
馬
琴
の
窮
状
真
に
あ
は
れ
む
に
堪
え
た
り
。
以
上
四
種
五
月
十
二
日
黒
柳
重
昌
氏
よ
り
ゆ
つ
り
う
け
。
正本
と
あ
る
。
黒
柳
重
昌
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
で
き
な
い
も
の
の
（
同
月
集
古
会
第
五
十
三
回
に
参
加
し
て
い
る
「
高
柳
重
昌
」
と
同
人
か
）、
か
な
り
の
珍
本
持
ち
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
若
樹
が
黒
柳
重
昌
と
初
め
て
会
っ
た
の
は
、
同
年
四
月
六
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。『
若
樹
文
庫
収
得
書
目
』
の
同
年
四
月
の
条
に
、「
式
亭
三
馬
手
稿　

　
清
姫
草
紙　
五
冊
合
一
冊
巻
末
二
三
丁
落　
黒
柳
重
昌
氏
よ
り
ゆ
つ
り
受
け
」
等
三
点
の
書
名
の
の
ち
に
、
右
三
冊
、
四
月
六
日
ノ
夜
、
水
谷
幻
花
君
の
案
内
に
て
、
黒
柳
氏
方
に
趣
き
、
種
々
珍
本
を
見
る
。
金
瓶
梅
ノ
原
稿
、
京
伝
・
馬
琴
黄
表
紙
の
原
稿
あ
り
。
其
内
よ
り
右
三
部
を
割
愛
し
貰
ひ
、
雨
を
銜
い
て
か
へ
る
。
と
あ
り
、
同
十
月
に
は
、
大
田
南
畝
書
入
と
さ
れ
る
『
岡
目
八
目
』（
集
古
会
第
五
十
五
回
出
品
目
録
に
よ
る
と
偽
印
と
い
う
）
や
「
戯
作
者
書
牘
」
等
十
二
点
を
譲
り
受
け
て
い
る
。
本
稿
本
に
あ
る
「
逸
亭
主
人
／
珍
賞
之
印
」
の
蔵
書
印
は
、
現
在
天
理
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
『
加
古
川
本
蔵
綱
目
』
『
人
間
万
事
吹
矢
的
』
の
稿
本
や
、『
日
高
川
清
姫
物
語
』
稿
本
（『
弘
文
荘
善
本
目
録
』
昭
和
三
十
二
年
十
月
）
に
も
見
ら
れ
る
の
で
、
黒
柳
重
昌
の
蔵
書
印
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

道
成
寺
鐘
由
来
―　　―
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
（
補
記
）
黒
柳
重
昌
に
つ
い
て
　
黒
柳
重
昌
の
名
を
交
詢
社
版
『
日
本
紳
士
録
』
に
見
出
だ
せ
た
の
で
補
っ
て
お
く
。
　
確
認
し
た
範
囲
で
は
、
同
書
第
六
版
（
明
治
三
十
三
年
七
月
）
に
、
「
警
視
庁
属
、
総
監
官
房
第
一
課
詰
、
芝
区
芝
神
明
前
二
一
」
と
あ
る
の
が
早
い
も
の
で
、
本
稿
で
触
れ
て
い
る
時
期
に
近
い
第
拾
版
（
明
治
三
十
八
年
十
二
月
）
で
は
、「
官
吏
、
芝
区
浜
松
町
一
ノ
一
五
」
と
な
っ
て
い
る
。
同
書
は
一
定
基
準
以
上
の
納
税
者
を
掲
載
す
る
。
　
ま
た
、
印
刷
局
発
行
『
職
員
録
』
に
つ
く
と
、
明
治
三
十
八
年
甲
で
は
、
警
視
庁
警
視
総
監
官
房
の
秘
書
係
と
第
一
課
長
を
兼
任
（
属
）、
住
所
は
前
記
『
日
本
紳
士
録
』
の
記
載
に
同
じ
。
翌
三
十
九
年
甲
で
は
、
「
第
一
課
長
」
か
ら
「
文
書
課
長
」
に
役
職
名
が
か
わ
る
。
以
下
、
大
正
八
年
度
版
ま
で
同
じ
役
職
に
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
同
年
度
版
の
記
載
は
、「
属　
二　
文
書
課
長
兼
警
部
正
七
、
勲
七
」）。
こ
れ
以
降
は
違
う
人
物
が
文
書
課
長
で
あ
る
の
で
、
黒
柳
重
昌
は
こ
の
頃
警
視
庁
を
退
職
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
今
の
と
こ
ろ
、
集
古
会
第
五
十
三
回
に
参
加
す
る
「
高
柳
重
昌
」
は
、
「
黒
柳
」
の
誤
植
か
と
考
え
て
お
く
。

　
本
稿
本
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
既
に
稀
書
解
説
や
林
若
樹
「
小
説
の
本
に
な
る
ま
で
」（
日
本
書
誌
学
大
系　
『
林
若
樹
集
』
昭
和
五
十
八
年
四
月
、

青
裳
堂
書
店
）
で
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
そ
れ
ら
に
譲
る
。
付
け
加
え
る
べ
き
こ
と
と
し
て
、
馬
琴
書
簡
の
関
連
記
事
を
摘
録
し
て
お
く
。
　
第
七
集　
「
細
字
の
稿
本
是
迄
の
如
く
に
出
来
か
ね
候
間
、
大
字
に
書
候
つ
も
り
申
談
じ
置
候
」（
天
保　
・
６
・
９
篠
斎
宛
）。「
合
巻
も
、
金
瓶

梅
は
昨
年
稿
本
を
半
紙
一
枚
に
い
た
し
、
例
よ
り
大
き
く
書
候
」（
天
保
　
・
１
・
８
桂
窓
宛
）。
細
字
が
書
き
づ
ら
く
な
っ
た
た
め
、
通
常
は
刊
本
通
り
の
中
本
の
用
紙
で
稿
本
を
書
く
べ
き
は
ず
の
と
こ
ろ
、
第
七
集
よ
り
一
回
り
大
き
い
半
紙
本
の
用
紙
に
変
え
た
の
で
あ
る
。「
稿
本
・
写
本
・
す
り
本
共
、
出
来
候
度
毎
に

婦
に
よ
ま
せ
候
て
、
聞
候
て
、
違
ひ
候
処
あ
れ
ば
は
り
入
さ
せ
、
書
直
さ
せ
候
」（
同
）。
上
帙
二
十
丁
は
天
保
十
年
十
二
月
二
十
八
日
、
下
帙
二
十
丁
は
翌
天
保
十
一
年
一
月
六
日
に
売
出
さ
れ
、「
い
づ
れ
も
甚
し
く
う
れ
候
へ
ど
も
、
製
本
出
来
か
ね
候
よ
し
に
て
、
小
う
り
店
よ
り
と
り
に
来
候
へ
ば
、
ぬ
れ
た
る
す
り
本
に
、
表
紙
と
と
ぢ
い
と
を
添
て
渡
し
遣
し
、
仕
立
は
小
う
り
店
に
て
い
た
し
候
て
、
う
り
候
よ
し
聞
え
候
」（
同
）。「
ぬ
れ
た
る
す
り
本
」
が
表
わ
す
よ
う
に
、
印
刷
し
た
そ
ば
か
ら
売
れ
る
と
い
う
人
気
で
あ
っ
た
。
※
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書　
馬
琴
書
翰
集
翻
刻
篇
』（
昭
和
五
十
五
年
三
―　　―
―　　―
上段　林若樹自筆識語
下段右　林若樹自筆識語
下段左　他筆識語
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
月
、
八
木
書
店
）
に
よ
る
。
　
第
九
集　
「
金
瓶
梅
九
集
八
冊
之
稿
本
（
略
）
代
筆
致
さ
せ
、
六
月
稿
了
遣
候
。
画
工
自
筆
に
成
か
ね
候
間
、
手
さ
ぐ
り
に
、
人
物
の
か
た
計
を
書
候
て
、
注
文
書
を
委
敷
か
ゝ
せ
遣
し
候
所
、
国
貞
よ
く
の
み
こ
み
、
心
得
候
て
、
奇
妙
に
画
き
候
由
、
家
内
之
者
申
聞
候
」（
天
保　
・
７
・　


篠
斎
宛
）。「
金
瓶
梅
九
集
は
、
上
帙
二
冊
、
当
月
彫
揃
、
近
日
売
出
し
候
由
に
候
。
下
帙
二
冊
は
、
十
二
月
中
旬
な
ら
で
は
出
板
致
間
敷
候
」（
同
年
・　
・　
篠
斎
宛
）。


※
『
上
野
図
書
館
紀
要
』
第
四
冊
（
昭
和
三
十
五
年
三
月
）
に
よ
る
。
　
本
資
料
に
は
林
若
樹
自
筆
識
語
（
大
奉
書
）
一
枚
と
「
天
保
十
二
年　
翁
七
十
五　
盲
目
後
、

琴
童
に
執
筆
せ
し
め
し
も
の
。
画
組
は
翁
の
さ
ぐ
り
書
き
な
り　
四
（
林
若
吉
印
）」「
曲
亭
馬
琴
作
「
金
瓶
梅
」「
新
局
玉
石
童
子
訓
」
幕
末
失
明
の
た
め
嫁
の
琴
童
に
口
授
執
筆
さ
せ
し
も
の
」
（
他
筆
）
と
あ
る
紙
片
二
枚
が
付
さ
れ
る
。
自
筆
識
語
は
、
明
治
四
十
一
年
七
月
二
十
九
日
開
催
の
第
十
回
欣
賞
会
（
日
本
書
誌
学
大
系　
『
欣
賞

会
記
録
』
平
成
八
年
八
月
、
青
裳
堂
書
店
）、
あ
る
い
は
明
治
四
十
二
年
三
月
十
三
日
開
催
の
集
古
会
第
七
十
二
回
に
出
品
の
折
に
記
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
新
編
金
瓶
梅
稿
本　
　
四
冊
　
　
　
　
七
集　
二
冊
　
　
　
　
九
集　
二
冊
七
集
は
天
保
十
年
冬
十
月
の
稿
に
し
て
、
翁
時
に
年
七
十
有
三
、
眼
病
漸
く
重
り
行
き
て
僅
に
筆
を
執
る
。
其
字
画
の
不
整
な
る
は
こ
れ
か
為
に
な
り
。
九
集
は
同
十
二
年
六
月
の
稿
に
し
て
、
此
前
年
翁
遂
に
明
を
失
し
、
息
琴
嶺
の
婦
琴
童
（
土
岐
村
氏
名
み
ち
）
に
口
授
し
て
執
筆
せ
し
む
。
九
集
壱
ノ
巻
の
末
尾
に
　
　
画
工
様
へ
口
状
一
作
者
旧
冬
よ
り
老
眼
益
衰
当
春
よ
り
書
候
事
も
画
き
候
事
も
少
し
も
致
難
候
間
、
筆
工
は
女
わ
ら
へ
に
代
筆
申
付
綴
り
立
候
へ
共
、
画
わ
り
は
代
筆
致
候
も
の
無
之
候
間
、
無
是
非
人
物
の
形
計
り
さ










く
り
書
に
致





、
朱
に
て
注
文
書
致
さ
せ
置
候
間
、
本
文
共
に
御
熟
読
之
上
、
此
人
物
に
て
宜
敷
御
画
き
成
可
被
下
候
云
々
と
あ
る
を
見
は
、
翁
晩
年
の
苦
心
の
如
何
に
大
な
り
し
か
を
察
す
る
こ
と
を
得
ん
。
林
若
樹
出
品　

―　　―
書
誌
第
七
集
七
・
八
之
巻　
仮
綴
。
二
十
一
・
五
×
十
五
・
一
糎
。
四
周
単
辺
十
二
行
の
薄
朱
の
摺
枠
用
紙
。
七
之
巻
見
返
し
は
別
紙
貼
付
。
各
巻
表
紙
に
「
逸
亭
主
人
／
珍
賞
之
印
」
の
朱
印
。
見
返
し
と
八
之
巻
（
一
ウ
・
二
オ
、
五
オ
）
に
朱
書
あ
り
。
第
九
集
壱
・
弐
之
巻　
仮
綴
。
二
十
一
・
四
×
十
五
・
六
糎
。
四
周
単
辺
十
二
行
の
朱
の
摺
枠
用
紙
。
壱
之
巻
の
表
紙
右
端
と
弐
之
巻
後
表
紙
に
「
□
本
行
事
」
の
墨
印
（
地
本
問
屋
行
事
の
印
か
）。
各
巻
表
紙
に
「
逸
亭
主
人
／
珍
賞
之
印
」
の
朱
印
。
壱
之
巻
巻
末
の
「
画
工
様
江
口
上
」
と
人
物
注
記
等
朱
書
。
※
前
述
の
識
語
類
と
『
新
局
玉
石
童
子
訓
』
巻
之
三
十
一
の
稿
本
（『
若
樹
文
庫
収
得
書
目
』
の
明
治
三
十
七
年
九
月
の
条
に
「
新
局
玉
石
童
子
訓　
曲
亭
馬
琴
手
稿
と
称
さ
れ
と
疑
は
し　
一
冊　
文
行
」
と
あ
る
の
と
同
本
か
）
と
と
も
に
、
桐
箱
に
収
め
ら
れ
る
。
（
き
ら　
す
え
お　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
学
部
教
授
）
（
い
と
う　
よ
し
た
か　
和
洋
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
）
（
ふ
た
ま
た　
じ
ゅ
ん　
　
　
　
　
　
　
大
学
院
学
生
）

前
号
「『

　
沖
津
白
波
』『
勅
宣
養
老
水
』
影
印
・
翻
刻
」
訂
正
○
二
一
五
頁
後
三
行
目　

威
応
↓
威
光
い 
わ
う 
い 
か
う
○
二
三
一
頁
後
五
行
目　
あ
い
事
↓
安
い
事
高
橋
則
子
氏
・
木
村
八
重
子
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
伏
見
夜
船
―　　―
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
（第七集七之巻表紙）
―　　―
（見返し）
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
（一オ）
―　　―
（一ウ）
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
（二オ）
―　　―
（二ウ）
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
（三オ）
―　　―
（三ウ）
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
（四オ）
―　　―
（四ウ）
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
（五オ）
―　　―
（五ウ）
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
―　　―
（後表紙）
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
（第七集八之巻表紙）
―　　―
（見返し）
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
（一オ）
―　　―
（一ウ）
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
（二オ）
―　　―
（二ウ）
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
（三オ）
―　　―
（三ウ）
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
（四オ）
―　　―
（四ウ）
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
（五オ）
―　　―
（五ウ）
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
―　　―
（後表紙）
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
（第九集壱之巻表紙）
―　　―
（見返し）
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
（一オ）
―　　―
（一ウ）
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
（二オ）
―　　―
（二ウ）
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
（三オ）
―　　―
（三ウ）
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
（四オ）
―　　―
（四ウ）
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
（五オ）
―　　―
（五ウ）
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
―　　―
（後表紙）
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
（第九集弐之巻表紙）
―　　―
（見返し）
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
（一オ）
―　　―
（一ウ）
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
（二オ）
―　　―
（二ウ）
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
（三オ）
―　　―
（三ウ）
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
（四オ）
―　　―
（四ウ）
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
（五オ）
―　　―
（五ウ）
新
収
『
新
編
金
瓶
梅
』
稿
本
影
印
―　　―
―　　―
（後表紙）
